
第３学年 ざいりょうからのひらめき
～言語活動（詩を書く）を生かした鑑賞～

めあて ・ いろいろな材料の形や色などをとらえ、組み合わせたり加工したりして、

イメージをふくらませ絵に表す。

・自分や友達の作品を詩に表して、そのよさを味わう。

準備物 ・集めた身の回りの材料、絵の具（児童）

・色画用紙、ボンド、両面テープ（教師）

＜友達がつくった詩＞

＜友達の書いた詩を読んでから作品を見ると、さらに作品のよさを感じる。＞

学習内容 実践上の留意点

○材料箱を持ってきて、見せ合う。 ・事前に身の回りのいろいろな物を集めさせ、材

料箱に入れて持って来させる。

○材料からひらめく。 ・材料箱から使いたい材料を出し、机の上に並べ、

材料から見立てて、表したいもの 感触を味わいながら、形を見立てさせる。

を決めていく。 ・見立てた形からイメージをふくらませ、表した

いものを決めさせる。

○材料を生かして、絵に表す。 ・表したいものや材料の色に合わせて、画用紙の

色画用紙に表したいものを並べ、 色を選ばせる。

ボンドや両面テープで貼り付けて、・材料から思いついた絵のイメージに合うように

絵の具でまわりを彩色する。 彩色したり、材料だけでは表しきれなかったこ

とを加筆したりさせる。

○自分や友達の作品を詩に表し、読 ・国語科「詩を読もう」の学習を生かすようにす

み合う。 る。

・自分の作品の紹介として、自分が表したかった

イメージを詩に表わすようにする。

・友達の作品の詩や題名を見ないようにして、友

達の作品から受けた自分のイメージを詩に表わ

すようにする。

・詩には、色・形の要素を入れるようにし、鑑賞

活動につながるようにする。
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